
三保半島における道路景観の将来像 

1.三保駒越線を例として 

 三保駒越線において、景観形成の取組みを進めていくとどのように変わるのかを見てみます。（一例です） 

 

(1)三保駒越線の現状 

 道路幅員は約 14ｍ。片側１車線の車道、両側に歩道があります。道路正面（北方向）には富士山を眺め

ることができますが、電柱や道路横断架空線、沿道の屋外広告物等が眺望を遮っている箇所もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)三保駒越線の将来 
 
道路拡幅と無電柱化のみを行った場合・・・。 

 現在、計画されている道路拡幅と無電柱化のみを実施した場合のイメージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 Ａ.道路拡幅と電線類地中化したのち、今後も沿道は何も規制しなかった場合・・・。 

 道路拡幅と無電柱化を実施するものの、沿道の建築物と屋外広告物に対しては何も規制せず、観光化等が進

み、派手な色彩や規模な大きな屋外広告物等が乱立した場合のイメージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ.今後、官民協働による景観形成を実施していく場合・・・。  

 道路拡幅と無電柱化に合わせ、沿道の建築物と屋外広告物に対して、景観形成に対する何らかのルールの

設定や具体的な取組みを実施していく場合のイメージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来 将来 

STEP1 

道路拡幅、電線類地中化等を
公共で整備。 

STEP２-Ｂ 
沿道 (民地 )で
も景観形成に
取り組む。 

将来 

STEP２-Ａ 
沿道 (民地 )で
は何の規制も
しない。 
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現在 


